




















































































































　梁　承奎（ヤン ・ スンギュ）は、「ゲルツァプ ・ ダルマリンチェン（rGyal 












pa shes rab kyi pha rol tu phyin pa rdo rje gcod pa’i rgya cher ’grel pa）
24）
』、
ツォンカパの『菩提道次第略論（sKyes bu gsum gyi nyams su blang ba’i 
rim pa thams cad tshang bar ston pa’i byang chub lam gyi rim pa）
25）
』、さら





であるサキャパンディタ ・ クンガゲンツェン（Sa skya pandita Kun dga’ 






































　安　炳南（アン ・ ビョンナム）は、アティーシャ（Atīśa, ca. 982-1054）
の『菩提道灯論』とツォンカパの『菩提道次第大論』、さらにパボンカリン
ポチェ（Pha bong kha rin po che, 1878-1941）の講演内容をティジャンリ
ンポチェ（Khri byang rin po che, 1901-1981）が編集した『汝の掌中にあ












































キャ（Sa skya）派の代表的な学僧であるサキャパンディタ（Sa skya pan-







/ 684-762?）の教えを、ポール ・ ペリオ（Paul Pelliot）が敦煌で発見した








































（Lha rams pa dGe bshes）であるテンジンナンカ（bsTan ‘dzin nam mkha’）
































ン ・ チェキゲルチェン（rJe btsun Chos kyi rgyal mtshan, 1469?-1544 / 
46）、クンル ・ チェキジュンネ（Gung ru Chos kyi byung gnas, 16世紀）に












　仏教論理学研究所（Institute of Buddhist Dialects）の分校であり高等チ






















からみると、サキャ（Sa skya）派 ・ ニンマ（rNying ma）派 ・ カギュ（bKa’ 
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